
 

 

 

 

e-learning と学修支援資料、研究資料のデジタルアーカイブ 

後藤 忠彦  林 知代（岐阜女子大学） 

 

2020年の新型コロナウィルス感染症の流行で、全ての学校の開講（授業）が困難になり、多く

の学校で 2020年 4月から通信を用いた遠隔教育が実施されだした。 

岐阜女子大学では、2000年には、全国の多くの国立大学関係者と共同し、衛星放送とテレビ会

議システムを用いて、遠隔教育を実施した。 

また、2011 年からは、沖縄サテライト校を設置し、テレビ会議システムと e-learning を用い

た授業を実施してきている。 

これらの経験から、2020年 4月から、次のような遠隔教育を新型コロナウィルス感染症予防対

策として開講した。 

① インターネットを使ったテキスト、学修資料、課題等の提供（サイボウズ利用） 

② テレビ会議システムを用いた授業（一斉の学び：ZOOM等使用） 

③ e-learningを用いた学び（いつでも学生の都合の良いときに学修） 

この遠隔教育には、下図のような 2000年の実践が基盤となっている。 
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（教科書等） 

学修支援 

（参考資料） 
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（論文・資料） 

e-learning 等 

講義(主) 

(問題点の解決に

多様な方法) 

主体的な学び 

目標(学びの方法) 

レポート、テスト等 

(注 2)遠隔授業の問題点 

①目線の不一致 

②学習者間のコミュニケーションがない 

③時間的刺激、制限、緊張 

④授業等の雰囲気、刺激、 

緊張感…空気感 

(メディアの方法と学びの検討が必要) 

(注 1)遠隔授業の 

2000 年当時 

◎講義 

・対話方式 

・討論方式 

・学生参加方式 

・実習(演習) 

・ニュースキャスター

方式 

・その他 

・組み合わせ 

CS テキスト 

⑤提示装置の大きさ、質の問題 

⑥音声の重要性 

 (学習者側、レシーバー等) 

(ポートフォリオ…教員免許更新講習でも 

通信制では学びの記録を提出) 

CS 資料 

CS 文献リスト 

学習記録 

(学びの記録) 

良い点 

①数百名の一斉受講、教師の顔が見

えてより良い。 

②1 人ひとりに適した指導の手立て

(e-learning)ができる。 
CS：衛生通信を用いた 

授業で利用を示す 

e-learning 等の遠隔教育構成の課題（2020年 6月（G）） 

［このような視点で e-learning のシステムおよび学修支援のデジタルアーカイブの検討をすべきである。］ 
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また、一連の遠隔教育の実践から、次の図のような教材（学修支援資料、研究資料）や学修指

導方法についての各種課題がある遠隔教育の授業は、これまでの経験や研究から、次のような構

成と注意が必要である。 

 

遠隔教育を支援する学修支援資料（例えば参考資料）論文等の研究資料（学生用）の必要性、

e-learning の学修は、一般的に家庭等の図書資料、研究資料などを保管する図書館資料室等が無

い学修環境での学びである。 

教室の授業やテレビ会議システムを用いた授業では、教師の判断で必要な教材を選び、その場で

提示、提供が可能である。 

このため、遠隔教育では、2000 年の実践から、学習資料（学修資料）、論文（研究資料）等の

補助資料が使えるようにしてきた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岐阜女子大学の e-learning では、各資料の学生の学び、研究に役立つ各種資料にメタデータを

付け、デジタルアーカイブとし、その中から、学習する資料に適する資料（支援資料）やアクテ

ィブラーニング（主体的学習活動）等に役立つコンテンツを選択し、利用する。例えば、デジタ

ルアーカイブの学修支援と研究資料のデジタルアーカイブは主たる資料を分類し保管する。 

 

 

e-learning 

の授業 ※学生の学び 
主体的研究活動に役立つ 
資料を収集保管 

各種教材 

論文等資料 
学修資料 

研究資料 

学修支援 DA 

研究資料 DA 

デジタルアーカイブ 

リンク情報を利用 

学修支援と研究資料 

デジタルアーカイブの分類 

 

○ 文化（の理解） 

○ 記録保存（または保管） 

○ 計画・収集 

○ 管理・流通 

○ 利活用 

○ 選定評価 

（○地域資料：地域データを 

中心に保管する） 

 


